
 

 

 

2025 年 6 月 30 日 

 

横浜ゴムのグローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN」装着車が 

SUPER GT 第３戦セパンの GT300 クラスでポール・トゥ・ウイン 

 

横浜ゴム（株）のグローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN（アドバン）」装着車が 6 月 26 日（木）から

28 日（土）に、マレーシアのセパン・インターナショナル・サーキットで開催された国内最高峰のツーリングカーレース

「2025 AUTOBACS SUPER GT」第 3 戦（300km レース／55 周）の GT300 クラスで優勝しました。これに

より「ADVAN」装着車は第 2 戦に続き、同クラス 2 連勝となりました。当社は「ADVAN」最大化への挑戦

「ADVAN CHALLENGE」のテーマの下、「SUPER GT」 GT300 クラスでは 2 年連続のシリーズチャンピオン獲得

を目指しており、海外ラウンドにおいても「ADVAN」はその高い性能で足元から勝利を支えました。 

 

12 年ぶりに開催されたセパンラウンドで優勝したのは TEAM UPGARAGE の 18 号車「UPGARAGE AMG 

GT3（小林崇志選手／野村勇斗選手）」です。予選でコースレコードを樹立しポールポジションスタートとなった

決勝ではオープニングラップでトップを奪われたものの、ファーストスティントを務めた野村選手は落ち着いた走りで

中盤まで 2 位をキープし、その後 26 周を終えて小林選手にバトンタッチ。トップチームがピット作業のアクシデントで

タイムを落とす中、迅速かつノーミスのピットワークでトップを奪い返すとそのままレースをリードします。最終ラップでは

２位のチームが１秒以内に迫る接戦となりましたが、小林選手が冷静に逃げ切りポール・トゥ・ウインを達成。小林

選手は 2023 年の鈴鹿戦以来の優勝、野村選手は SUPER GT 初勝利を飾りました。 

 

また、同じく「ADVAN」を装着した GOODSMILE RACING & TeamUKYO の 4 号車「グッドスマイル 初音ミク 

AMG（中山友貴選手／奥本隼士選手）」が 3 位となり、奥本選手は SUPER GT デビュー戦で表彰台を獲

得しました。 

 

横浜ゴムは 2024 年度から 2026 年度までの中期経営計画「Yokohama Transformation 2026

（YX2026）」（ヨコハマ・トランスフォーメーション・ニーゼロニーロク）のタイヤ消費財戦略において高付加価値品

比率の最大化を掲げ、グローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN」、SUV・ピックアップトラック用タイヤブランド

「GEOLANDAR（ジオランダー）」、「ウィンタータイヤ」、そして 18 インチ以上のタイヤの拡販に取り組んでいます。

その中で、モータースポーツ活動を「ADVAN」「GEOLANDAR」のブランド価値向上の場と位置付け、トップカテゴリー

からグラスルーツカテゴリーまでグローバルでの多岐にわたるモータースポーツ競技に参戦しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左から優勝した小林崇志選手と野村勇斗選手、 

3 位を獲得した中山友貴選手と奥本隼士選手 
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このリリースに関するお問い合わせ先 

横浜ゴム（株）経営企画部 広報室 担当：池田 

TEL：0463-63-0414 FAX：0463-63-0552 

優勝した「UPGARAGE AMG GT3」 3 位の「グッドスマイル 初音ミク AMG」 


